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 研究の全体構想図 

原 っ ぱ 教 育 
「不屈の精神と大志をもった人材の育成」 

夢を持ち 未来を切り開く 心身ともにたくましい 北杜の子ども 

武川小学校教育目標 
よく学び 心身ともに 健やかな児童の育成 

①よく学ぶ子 ②おもいやりのある子 ③けんこうな子 

 
研究テーマ 

人や社会とつながり，主体的に学ぶ児童の育成 
～「家庭・地域との連携」と「地域素材と人材を生かしたリアリティある学習活動」を通して～ 

 

推進の視点 
(1)地域資源の積極的活用 
(2)集団活動・体験活動の重視 
(3)学校，家庭，地域社会の連携 

重点目標 
Ⅰ確かな学力の育成 
Ⅱ豊かな心と健やかな身体の育成 
Ⅲ郷土を愛し，未来を切り開く人材の育成 

        家庭・地域との連携 
地域素材と人材を生かしたリアリ
ティある学習活動 

家  庭 
○元気アップウィーク 
（基本的な生活習慣の確立） 

○家庭学習の手引き 
（学習習慣の確立）等 
○学校支援 

武川小学校 
○家庭・地域に開かれ，信頼 
 される学校 
○家庭・地域と連携する学校 

地  域 
○元気アップ（体力つくり） 
○読書ボランティア 
○青パト見守り 
○学校支援ボランティア等 

保 育 園 中 学 校 

本物体験 
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2 研究成果のゴールイメージ 

 
○実際に見たり聞いたりすることで理 
 解が深まる。 
○興味・関心を高め意欲的に学べる。 
○知識を広め，深めるたり，探求心を 
 伸ばす。 
○様々な人にふれ，新たな見方や感性 
 が育つ。 
○内面に根ざした道徳性が育成される。 

○武川への愛着心が育成される。 
○健康や体力についての意識が高まる。 

 
 

情報発信●学校・学年だより   ●学校ホームページ 
          ●家庭との連携を深める小冊子 
       「かけ橋」等 

 
 

 ● 「家庭・地域連携」 
 ● 「地域素材と人材を生かしたリアリティある学習活動」 

異校種間連携 ○小・中連絡会（毎月） 小・保連携 
           ○中学校職員による出前授業 
           ○北杜高校との農業交流体験（1･2年生） 

家庭・地域 
保護者や地域住民等による学校へ
の理解が促進される（理解者・協
力者・パートナーへ） 

つながり 

主体的に学ぶ児童の育成 

学校・家庭・地域の連携が
強化される 

地域素材・人材を生かしたリアリティある
学習活動 （総合的な学習・各教科・道徳・学校行事） 

 

 
 

人材  （リスト表作成） 

地域連携素材洗い出し 

家庭との連携  

地域との連携 

家庭・地域との連携 

学校支援ボランティア 

地域素材(モノ・コト) 

教育活動 豊かな活動 → 広がり・深化 

信頼関係の 
構築 
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○元気アップウィークの取組 
○家庭学習の手引き 
○学校と家庭をつなぐ冊子「かけ橋」 

○体力つくりボランティア 
○読書ボランティア 
○青パトの見守り 



リアリティある学習活動とは 

  家庭や地域と連携し，地域素材と人材を生かしたリアリティあ

る学習活動を取り入れることにより，児童の興味や関心を高め意
欲をもって主体的に学ぶ児童が育成されるであろう。 

 1 教育効果を高めるための家庭・地域と連携した教育活 
   動の在り方を明らかにする。 
 2 主体的に学ぶ児童を育成するために，「地域素材と人 
   材を生かしたリアリティある学習活動」を取り入れる 
   ことの有効性を明らかにする。 

現実感・真実性・迫真性のある学習活動 
 ○実際に見たり，聞いたりする。  ○本物にふれる。 
 ○実際に会って携わっている人から話を聞く。 
 ○体験する，やってみる。 

研究目標  

研究仮説 

人・モノ・コトとの出会いのある学習 

本物体験 
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研究内容 

1 家庭・地域との連携・協働する教育活動の在り方・  
  進め方・仕組みづくり 
  （1）学校支援ボランティアの迎え方 
  （2）異校種間連携の在り方と進め方 
  （3）学校からの情報発信（ブログ，学校だより等） 
  （4）基本的な生活習慣や学力向上等についての考え方を 
    学校と家庭が共有し，連携を図っていく方策 
    家庭との連携を深める小冊子「かけ橋」の作成 
  
2 地域素材と地域の人材を活用した教育活動の在り 
  方と進め方 
  （1）「地域資源・人材活用一覧（地域連携指導計画 
     表）」 
   「人材リスト」の作成と活用（授業実践） 
   （必要に応じてカリキュラムを開発）      
  （2）元気アップ・タイム（朝の体力つくり） 
  (3) 地域探訪（学校行事）    
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家庭・地域との連携 

「地域素材と人材を生かしたリアリティある学習活
動」は，「家庭・地域と連携」する中で実現する。 

 地域素材と人材を生かした 
     リアリティある学習活動 

本物体験 
（実際に体験する活動） 
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「リアリティある学習活動」と 
             「家庭・地域との連携」の関係 



・保護者や地域の方からの学習支援が充実される。 
・地域素材，地域人材の活用により，学習意欲・理解が向上する。 
・子どもにとっても地域の方を始めとした他者理解，地域理解が促進 
 される。 
・子どもが自らを取り巻く社会に対する理解や職業に関する知識を深 
 める。 
・学習内容が豊かになり充実することにより，結果として学力が向上 
 する。 
・地域における子どもや学校に対する関心が高まる。 
・安全・安心な学校づくりが図られる。 
・学校の教育活動への理解が促進され，協力が得られやすくなる。 
・保護者や地域の方に当事者意識をもってもらうようになり，学校へ 
 の協力体制が充実する（地域全体で子どもたちを育てる視点）。 
 ※学校・家庭・地域が「TEAM MUKAWA」で子どもの教育にあたる。 
・効果的な連携，意義ある連携を行うことにより，学校への信頼の構 
  築・促進が図られる。 

家庭・地域との連携の意義・教育的効果 
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 リアリティある学習活動（本物体験）は，児童の感動や，興味・関心を
高め，生きた「知」を身に付けさせることが可能となる。これは，地域素
材の教材化，保護者や地域の住民を指導者や指導補助者として協力してい
ただくことにより成立する。 
 ・興味・関心を高め，意欲的に学べる。 
 ・実際に見たり聞いたりすることで理解が深まる。 
  （五感で学べることにより，理解が深まる。） 
 ・児童が専門性にふれられる。 
  （教師の専門外の分野にかかわる学習において，専門性が得られ， 
   活動が豊かになり，深化できる。）  
 ・様々な人に触れ，新たな見方や感性が育つ。 
 ・生き方に触れることを通して，学びの必要性を理解し，学ぶ意欲   
  が高まる。 
 ・地域の人々とのつながりを作ることができる。 
 ・人や地域に役に立とうとする大人の姿を間近に見られる。 
   （よき理解者として協力が得られる。） 
  ・豊かな体験を通して児童の内面に根ざした道徳性が育成される。 
 ・学校のスリム化につながる。 
   保護者や地域住民等による学校理解が促進される。   

 地域素材・人材を生かした 
     リアリティある学習活動の意義・教育的効果 
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家庭・地域との連携のカギ 継続できるか 

 学校が日常的・継続的に保護者や地域社会と連携でき
るか否かは， 
（1）連携の必要性の認識を含めた教職員の意識の問題 
  ・家庭・地域との連携の必要性についての教職員の 
   意識改革 
（2）誰が本校の教職員になっても取り組めるしくみづ  
   くり 
  ・校内組織においての連携・協働体制から 
  ・情報の共有……人材バンクの作成・更新 
（3）学校の事後対応の在り方 
  ・感謝の気持ちを伝える等 
 
 互恵的な関係の構築 学 校 家庭・地域 

10 



地域資源・人材活用一覧 （１～３年生） 

地域資源　人材活用一覧　【 １～３年 】

教科
領域 内　　　　容

地域資源
人材の活用

教科
領域 内　　　　容

地域資源
人材の活用

教科
領域 内　　　　容

地域資源
人材の活用

国語 「ほんはともだち」(７月)紹介・読聞せ 読書サークル 武川図書館 生活 「いっしょがいいね」命の学習（7月）参観 妊娠中の母親，助産師 理科 「昆虫を育てよう」（6月） ｵｵﾑﾗｻｲｾﾝﾀｰ職員

図工 陶芸教室（7月） 陶芸家：高見澤祐子 道徳 （命の始まりを見つめよう） 家庭教育支援事業の一環 道徳 「二千年のいのち　神代桜」（7月）参観 実相寺：松永住職

保健 歯磨き指導（7月） 歯科衛生士：小林かおり 図工 陶芸教室（7月） 陶芸家：高見澤祐子

「はるとともだち」（４月）実相寺へ 実相寺神代桜 松永住職 生活 「町はたからばこ」(４月）実相寺へ 実相寺神代桜 松永住職 総合 地域探訪（4月） 中込種苗店・道の駅他

「はるとともだち」（５月） フレンドパーク武川 生活 「生きもの大すき」（5月） フレンドパーク武川 社会 地域探検１（5月）交通 自然 土地利用 保護者ボランティア

北杜高校生との農業体験交流１（6月） 北杜高校職員・生徒 生活 北杜高校生との農業体験交流１（6月） 北杜高校職員・生徒 社会 地域探検２（6月）公共施設 商店 せせらぎ・児童館・図書館
スーパー・肉店・金物店・菓子

店・薬局

生活 「町はたからばこ」（6月） 地域の公共施設や商店，保

護者ボランティア

総合 「武川町の自慢」（6月）

　米・長芋・温泉・神代桜

長芋農家・武川の湯・桜

生活 保育園児との交流（11月） 武川保育園の園児招待 国語 「本は友だち」(10月)紹介・読聞せ 読書サークル 武川図書館 図工 「トントンサクサク木の名人」（10月） 清水三郎

社会 戦争体験談（10月）

総合 豆腐作り（11月） 市の栄養士

食と農の杜づくりi課職員

生活 北杜高校生との農業体験交流２（10月） 北杜高校職員・生徒 生活 北杜高校生との農業体験交流２（10月） 北杜高校職員・生徒 総合 砂防学習（8月）大武川 富士川砂防事務所

生活 秋の校外学習（10月） 遊亀公園・韮崎中央公園 生活 秋の校外学習（10月） 遊亀公園・韮崎中央公園 社会 「わたしたちの市の様子」（9月） 三分一湧水館・津金学校・ハ
イジの村

生活 「みんなでたのしもう」（11月） デイサービス訪問 社会 「店を調べに行こう」（10月）工夫や努力 スーパーおの

社会 「大豆栽培・刈り取り」（9～11月） 下三吹：中山孝明

体育 スケート（12月） 峡北スケート連盟の方々

生活 「むかしのあそびをしよう」（2月） 祖父母・地域のお年寄り 生活 「明日へダッシュ」（1月）自分史 発表時、保護者招待 図工 「トントンサクサク木の名人」（1月） 白州：清水三郎

国語 「スーホの白い馬」（2月）モンゴル紹介 武川在住：蔦木正清

校外
社会 「さぐってみよう昔のくらし」（2月） 北杜市郷土資料館

三
学
期

１　　　　年 ２　　　　年 ３　　　　年
校内
校外
の別

時
期

校内

校外

校内

校外

校内

二
学
期

一
学
期
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地域資源・人材活用一覧 （４～６年生） 
地域資源　人材活用一覧　【 ４～６年 】

教科

領域
内　　　　容

地域資源
人材の活用

教科

領域
内　　　　容

地域資源
人材の活用

教科

領域
内　　　　容

地域資源
人材の活用

図工 「切って切って木の世界」（6月） 体育 「表現運動」（6月）フォークダンス 白州：ビリーブの会 道徳 「自然愛・環境保全」（4～5月） 清水三郎

理科 「星や星の明るさ」（7月） 道徳 「認知症サポーター養成講座」（7月） 北杜市地域包括支援センター 保健 命の学習：思春期教室（7月）参観 北杜市保健士

道徳 「二千年のいのち」神代桜（7月）参観 保健 「歯科保健指導」（7月） 北杜市歯科衛生士2名 道徳 （市の思春期事業の一環として） 母親・乳児数名

国語 「町のよさを伝えるパンフレットを作ろう」（6月 家庭・地域に取材

総合 地域探訪（4月） 中込種苗店・道の駅他 総合 「武川米作りをしよう」（5月）田植え
※社会科「稲作にはげむ人々」との関連

小澤義章，保護者希望者

社会 「安全なくらしとまちづくり」（5月） 北杜警察署 総合 自然教室（5月） 八ヶ岳自然の家

社会 「安全なくらしとまちづくり」（6月） 消防署，消防団 学行 地域探訪（６月） 中込種苗店・道の駅他 地域探訪（6月） 中込種苗店・道の駅他

社会 「健康なくらしとまちづくり」（7月） ごみ処理場

国語 「だれもがかかわりあえるように」（9月）
※総合との関連

総合 「武川米作りをしよう」（10月）脱穀・精米 小澤義章，保護者希望者 学活 武川中学校の紹介（9月） 武川中生徒会役員・校長

総合 「武川米作りをしよう」（10月）おにぎり作り 小澤義章，親子研修として 保健 薬物乱用防止教室（9月） ライオンズクラブ役員

総合 米作り体験の発表（11月）学習発表会 小澤義章，保護者 総合 「働くことについて考えよう」（10月） 菓子店秋月店主

総合 「武川米作りをしよう」（12月）しめ縄作り 齊木久壽 図工 陶芸（10月） 武川在住：沢登幸男

社会 戦争体験談（11月） ６年祖母：八代・岡田

総合 「働くことについて考えよう」（11月） ６年保護者：中山　(薬剤師)

総合 「働くことについて考えよう」（11月） ６年保護者：中山　(理学療法士)

社会 「健康なくらしとまちづくり」（9月） 浄水場，下水処理場 総合 「武川米作りをしよう」（9月）稲刈り 小澤義章，保護者希望者 理科 「地層のでき方」（10月） 元武川小校長：小野徹

社会 「昔から今へと続くまちづくり」(10月)
（総合との関連）真原地区の開拓

斉藤章雄
（オートキャンプ場経営）

総合 「武川米作りをしよう」（10月）宣伝 農産物直売センター

「昔から今へと続くまちづくり」(１１月) 中富：和紙，身延：クラフト
パーク

総合 「くらしを支える情報」（11月） 山日ＹＢＳ

社会

総合 二分の一成人式（1～3月） 発表時，保護者招待 学活 「働くことについて考えよう」（1月）
「中学校の生活」（2月）

地域の方(自動車整備士)

総合 「中学校の生活」（2月） 武川中教師による授業

校外

５　　　　年 ６　　　　年

三
学
期

時
期

校内
校外
の別

４　　　　年

校内

校外

校内

校内

校外

二
学
期

一
学
期
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地域資源・人材活用一覧 （全校関係） 

地域資源　人材活用一覧　【 全校 】

地域との連携

学　　習 健康・安全 行事，生活習慣・学力 健康・安全・美化
行事への参加

児童育成に関わる会議等

4

総合

等

地域探訪（校外） 実相寺・神代桜　他

松永住職

家庭学習の手引き配布

授業参観　ＰＴＡ総会　学年ＰＴＡ

家庭訪問

春の交通安全運動

通学路の点検

武川地区青少年育成

　推進員会議

5

体育

特活

新体力テスト

ＪＲＣ登録式

交通安全教室

自転車点検

北杜市スポーツ推進委員
警察署，交通指導員

末木モータース
日赤職員

環境整備作業１ 武川地区民会議総会
教育後援会総会

6

体育

体育

特活

各学年水泳指導

運動・遊び発見市

芸術鑑賞教室

防犯教室

畑野理恵

警察署
青少年育成員・体協役員等

劇団

生活実態調査（新体力テストに伴う） 引渡訓練

   学校保健委員会　→→

7

体育 各学年水泳指導 畑野理恵 元気アップウィーク①（生活習慣啓発）
授業参観　学年ＰＴＡ

Ｐ報道部　新聞発行

救急蘇生法講習会
（消防署）

学校評議員会
武川地区青少年育成

　推進員会議
武川地区育成会交流

　スポーツ大会

8
9

体育 運動会　縁故節の指導 粟澤雅子 夏休み作品展

運動会

１・６年保護者プール監視

Ｐ校外指導部

（ふるさと祭り巡回指導）

Ｐ保健給食部

（トイレ清掃）

環境整備作業２

秋の交通安全運動

10
音楽

特活

合唱指導

学校芸術体験事業（4・5年 校外）

落合節子

市の事業：内容は様々

学校開放 武川地区体育祭り参加

（５・６年　鼓隊・フラッグ）

11
総合
等

学習発表会 学習に関わった講師 Ｐ教養部主催事業
学習発表会

武川地区文化祭作品展示

12

元気アップウィーク②

個別懇談

Ｐ報道部　新聞発行

武川地区青少年育成

　推進員会議

1

2
６年授業参観　学年ＰＴＡ 　　　　　学校評議員会→

3

１～５年授業参観　学年ＰＴＡ 　　　　　

教科
領域

地域資源
人材の活用

家庭（ＰＴＡ関係）との連携内　　　　　容

全　　　　　　　　　　　　　校

一
学
期

二
学
期

三
学
期

時
期

月

＜年間を通して＞

〇元気アップ事業（7～12月） 青少年育成員・体協役員等
〇パソコン教室 外部講師

○読み聞かせボランティア 保護者・祖母（６名）

〇学校朝会での講話 地域で活躍している方

（キャリア教育の一環として） 職員（自己肯定感を育む）

※異校種間連携･･･保育園・中学校・高校との連携

＜年間を通して＞

〇青色パトロール

（下校時）

青少年育成員有志

〇公民館等

社教主催事業参加

＊わくわく教室

※学校だより HＰ

＜年間を通して＞

〇各学年親子研修

1年 給食試食会・運動

2年 リズム体操・運動

3年 砂防学習

4年 1/2成人式 アルバム作成

5年 収穫した米でおにぎり

6年 フォトフレーム作成
青少年育成員・体協役員等

外部講師

保護者・祖母（６名）

地域で活躍している方

職員（自己肯定感を育む）
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地域人材リスト   連絡先と活動内容 
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人材登録リストカード 

15 

朝の読書の時間に，読み聞かせをしていた
だいていいる。 

6年生の総合的な学習の時間に，理学療法
士の仕事について話していただいた。 

朝の体力つくりの時間「元気アップ・タイム」
で，協力していただいている。 

人材リスト発表用/h27人材リスト発表用2.xlsm


学校支援ボランティアの協力にかかわって 

  
   

・学校に気持ちよく受け入れる環境や雰囲気をつくる。 
・ボランティアの方に感謝の気持ちをもつ。 
・ボランティアの方に対して，敬意をはらった態度で接する。 
・ゲストティーチャーの指導中，教師は授業の環境づくりや補助を行う。   
 （授業を一任しない。授業は教師の責任で展開されるものである。教師は児 
  童の学習評価者である。） 
・児童にどのようなボランティアの方がいつ，どのような指導やかかわりをし 
 てくれるのかを事前に伝えて，児童が当日戸惑いなく受け入れられるように   
 しておく（ねらい・めあての提示）。 
・ボランティアの方に「来てよかった」「また協力したい」と思ってもらえる 
 ようにする。 

ボランティアを迎えるに当たって（学校側で心得ておきたいこと） 

＜なぜボランティアの方は協力してくれるのか＞ 
・子どもたちと接したい。 
・生涯学習の成果を生かしたい。 
・子どもの教育にかかわることによって地域に貢献したい。 

互恵的な関係の構築 

また協力したい 
・学校行事へ招待し，児童と触れあう機会を設けるなど 
・お礼として児童の手紙や作品を渡す。 

   やりがいを実感できるようにする。 
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              地域素材と人材を生かしたリアリティある学習活動 

 

1年 昔のあそび集会 
 昔の遊び体験活動を通して，お年寄
りとの交流を深めることができた。 

2年  まちはたからもの 
 地域のよさや，自分の生活とのつな
がりを感じることができた。 

3年 大豆の刈り取り 
 大豆の刈り取り体験をして，農家の人の
工夫や苦労，地域の特色について理解を深め

た。 

4年 二千年の命 神代桜 
 神代桜の種から発芽・育苗にかかわっ
て40年という地域の人から話を聞いて，
郷土を大切に思う気持ちが育ってきた。 

5年 武川米づくりをしよう 
 武川米づくりでの体験活動を通して，ふる

さと武川を誇りに思う気持ちが生まれた。 

6年 地域で働く人 
 児童の保護者や地域の働く人から仕事への
思いや苦労を聞き，学習を深めることができ

た。 

各 学 年 
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 生活科：「昔の遊び集会」 1年生 

  子どもたちのおじいちゃ

んやおばちゃんたちに竹
馬・こま・けん玉・はねつ
き・ビー玉などの昔の遊び
を教えてもらった。昔の遊
びを体験的に学ぶととも
に，お年寄りとの交流を深
めるこるとができた。 

リアリティある学習活動 本物体験 
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２年生 

  子どもたちの生活基盤
である地域の公共施設，
スーパー・工場などへ探検
に出かけた。それぞれの場
所で働いている人たちから，
仕事の内容や仕事をしてい
くうえでの工夫や努力などを
聞いた。地域の自然や人と
かかわる中で，自分の生活
と地域とのつながりを意識
するようになってきた。 
   

リアリティある学習活動 本物体験 

 生活科：「まちはたからもの」 

19 



３年生 

 社会科の学習「調べよ

う物を作る仕事」で，武川
の特産でもある「大豆」を
栽培している農家の方に
話を聞いたり，大豆の刈
り取り体験をしたりして，
農家の苦労や工夫，地域
の特色などについて学習
を深めることができた。 

 

 
 

リアリティある学習活動 本物体験 

  社会科：「大豆の刈り取り」 
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 道 徳：「二千年の命 神代桜」 ４年生 

 樹齢二千年の神代桜

の種から発芽・育苗にか
かわり40年になる地域の

人から，どんな思いで神
代桜に接しているのか話
を聞いた。郷土の「宝」で
ある神代桜を守ろうと取
り組んできた地域の人の
思いや願いにふれること
ができた。 

リアリティある学習活動 本物体験 
山梨日日新聞平成２６年 ７月１６日掲載 
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 総合学習「武川米づくりをしよう」 ５年生 

  武川で長年稲作を行って
いる農家の方から米づくり
を教えていただいた。田植
えから稲刈り，脱穀までの
体験活動を通して，農家の
人の米作りへの思いや努
力を学ぶことができた。武
川直売所での販売活動を
通して，武川米が有名であ
り県外の人にも知られてい
ることを知り，武川を誇りに
思う気持ちが高まってきた。 

リアリティある学習活動 本物体験 
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 総合学習 「働くことについて考えよう」 
 

６年生 

  地域の和洋菓子店を経営

し，地元でしか作れないお菓
子づくりに励んでいる方に来
ていただき，お菓子づくりに
かける思い，仕事に対する
思いを聞いた。その他，薬剤
師や理学療法士をしている
児童の保護者に仕事の内容
や仕事についての喜びや苦
労を聞いた。 

リアリティある学習活動 本物体験 
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 目 的・ねらい 
１ 武川町の自然・史跡・文化財などにふれ，「ふ 
  るさと武川」について知ることができるように   
  する。 
２ 武川のよさに気づき，愛着を深められるように 
  する。 
３ 1，2年生と3～6年生ともに縦割り班で実施し，  
  異学年の交流を深められるようにする。 

地域探訪 
 

 平成21年度より，１年次「西側：山高方面」，２年次「北
側：三吹方面」，３年次「東・南側：牧原・宮脇方面」で実
施している。本年度は７年目になる。 

 地域で学ぶ・地域を学ぶ 
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 地域素材と人材を生かしたリアリティのある学習活動 
 

1・2年生 

地 域 探 訪 全 校 

3～6年生 

 実相寺に行き，神代
桜を見たり，住職の方
の話を聞いたりした。
また，行き帰りには春
の自然にふれた。 

  6月16日に縦割り班ごとに
お寺や山芋の畑，カタクリ
の群生地を見学。その際，
住職の方や地域の方に話を
聞いた。 

25 

本物体験 



１，２年生 

  毎年4月に，1，2年生が実

相寺に行き，日本三大桜の一
つである山高の神代桜を見に
行く。住職の方からは，神代
桜に関する話を聞く。枯死の
危険性もあったが地域の人々
の努力により現在まで生き延
びている話などを聞き，神代
桜に関心をもつことができた。
行き帰りの道では，たくさん
の春を見つけることができた。 

リアリティある学習活動 本物体験 

地域探訪 
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  武川町の自然・史跡，
文化財等にふれ，武
川町のよさを知る。 
 3～6年生が縦割り
班ごとに見学地をまわ
る。 
□山高地区（高龍寺・ 
 幸燈宮・ｶﾀｸﾘの群生 
 地） 
□黒澤地区（長芋畑） 
 

 

３～６年生 

リアリティある学習活動 本物体験 
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地域探訪 

地域探訪原っぱ発表.wmv


３～６年生 地域探訪 地域探訪を終えて，縦割り
班ごとにまとめを行った。 
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○自分たちが住む「武川町」だけど，知らないこと  
 もたくさんあり，くわしくなれた。また，体験す 
 ることで，話を聞くだけよりもよくわかった。ま 
 た，班のめあても守れた。今後は，もっと計画を 
 しっかりと立てておくとよいと思った。 
○人の話を聞き，武川のよい所を改めて知りました。 
 武川の宝を大切にしたいと思いました。地元の武 
 川のことをもっとくわしく調べていきたいと思い 
 ました。 
○武川町でもまだ知らなかったことが知ることがで 
 きてよかったです。ざぜん体験，カタクリの花の  
 話，山高のうなぎにまつわる話などがよかったで 
 す。 

児童の感想から 地域探訪 ３～６年生 
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30 

１ 地域探訪に行って，行く前より武川のことをくわしく知ることができましたか。 

  とても まあまあ あまり ぜんぜん 

３年 17 6 0 0 

４年 15 3 2 0 

５年 15 10 0 0 

６年 22 0 0 0     

全校 69 19 2 0 

2 地域探訪に行って，行く前より武川のことが「いいところだなあ」「大切にしたいなあ」  
  という気持ちをもつことができましたか。 

  とても まあまあ あまり ぜんぜん 

３年 18 5 0 0 

４年 20 0 0 0 

５年 17 7 1 0 

６年 22 0 0 0 

全校 77 12 1 0 

３ たてわり班でいっしょに行って，行く前より交流が深まったと思いますか。 

  とても まあまあ あまり ぜんぜん 

３年 14 7 2 0 

４年 10 9 1 0 

５年 11 14 0 0 

６年 7 13 2 0 

全校 42 43 5 0 
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平成27年度 地域探訪後の 
             児童意識調査結果（３～６年生） 



家庭・地域との連携 １  

読書ボランティア 

青パトの見回り 

 保護者や地域の方が
月に数回，朝読書の時
間に子どもたちに本の
読み聞かせを行ってく
れている。本年度2年
目になり，円滑に活動
が行われている。 

  平成24年より，青少年育成武
川地区民会議の方々が，武川
小・中の児童・生徒の下校時に
合わせて防犯パトロールを行っ
てくれている。 

安全・安心 

本に親しむ 
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青色パトロール隊の方に感謝する会  
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青パト感謝の会.wmv


家庭・地域との連携 ２ 

 元気アップ・タイム 

  保護者，青少年育成推進
委員等，17名が登録されて
いて，毎回10名以上の参
加・協力を得て実施してい
る。児童は多くの地域の人
たちと交流を深めながら楽
しく運動を行っている。休み
時間にも，元気アップ・タイ
ムで行った運動を楽しむ姿
が見られた。 

業前の体力つくり 

33 

平成２５・２６年度 
      「地域を活用した学校丸ごと子どもの体力向上推進事業モデル校」 



 「元気アップ・タイム」は，「遊び発見市」をス
タートに，業前の８：20～８：35の15分間，縦割り班
や低・中・高学年別に実施している。「門番じゃんけ
ん」「Ｓケン」「リバーシ」「やじろべえ」などの中
から３種目を選定し活動をしている。 
 年間８～９回行っている。 

 元気アップ・タイム 
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  元気アップの遊びはどれも工夫があって，とても楽しかった

です。地域の方々が来て，いっしょに遊んでくれました。どの
方もやさしく接してくれました。元気アップはこのように，い
ろいろな人との交流が深まり，楽しく運動できるところがいい
ところだと思います。元気アップで教えてもらった楽しい遊び
を，たくさん外で遊び，体力をつけていきたいと思います。 

1 多くの外部の方々と交流を深めながら体を動かすよい機会  
  となっている。 
2 休み時間にも元気アップで行った遊びで楽しむ姿が多く見 
  られてきた。 
3 対戦形式の遊びでは，学年を超えた交流や，作戦を立てる  
  ことによって学年内の友人関係を深めることにも繋がっ 
  た。 
4 早朝の登校時刻から間もない集合時刻だったが，時間を守  
  る生活習慣づくりの一助となった。 

児童の感想から 元気アップ・タイム取り組みの成果 

35 



 

１ 元気アップ・タイムを実施すると，児童の運動実施時間が増加した。 

２ 元気アップ・タイムで実施した種目で遊ぶ機会が増えるなど，児童の

遊びのバリエーションが増加した。 

３ 運動が嫌いな児童や苦手な児童の１週間の総運動時間が増加した 

 （61.8分→118.5分）。 

４ 元気アップ・タイムを実施すると，運動が嫌いな児童が運動を好きに

なった（0%→25.0%）。 

５ 元気アップ・タイムを実施すると，運動が嫌いな児童が運動をもっと

したいと思うようになった（47.6%→52.4%）。 

６ 元気アップ・タイムを通じて、98.8%の児童が「ルールや決まりごとを

守る」ことができ，96.4%の児童は「友達と協力して遊べた」というよう

なさまざまな経験ができた。 

             （県教育委員会スポーツ健康課作成資料より） 
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元気アップ・タイム取り組みの成果 



家庭・地域との連携 ３ 

 元気アップウィーク 

  家庭でのよい生
活習慣の形成は全
て子どもたちの生
活の基本である。
早寝・早起き・朝
食の摂取・姿勢・
体力つくり等を家
庭で点検してもら
う取り組みであ
る。昨年度は，年2
回１週間取り組ん
だ。 

基本的な生活習慣の確立 
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 昨年度は，1回目６
月と2回目の12月を比
較すると，改善が見
られた。数値的に，
子どもたちの記述か
らも効果が明らかに
なった。子どもたち
が自分の生活習慣を
見直そうと意識した
記述も見られた。こ
の取り組みで，家庭
と連携して取り組ん
だことの効果が見ら
れた。 

元気アップウィーク 取り組みの成果 
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家庭・地域との連携 ４  

地域に住む大学の先生の授業 

北杜高校の生徒と交流（農業体験）  6月と10月の年2回，北杜
高校に行って高校生と交流

している。6月は一緒に野菜
の苗を植えたり，施設を見
せてもらったりしていい
る。10月は6月に植えた野菜
の収穫をしたり，収穫した
野菜を食べたりしている。 

  武川在住18年になる早稲
田大学の先生（東京出身）
の授業を実施した。大学の
先生の仕事やグローバル化
に伴う英語の必要性等につ
いての話を聞いた。また，
武川のよさについても聞く
ことができた。 
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大学の先生最終３.wmv


児童の感想から 

○私は，桜井先生が有名な早稲田大学の先生で，先生からお話を聞ける 
 のはとてもよい機会だと思いました。桜井先生は，「グローバル化」   
 や「情報化」などが進んでいると教えてくださり，私は「グローバル  
 化」などを初めて知ったので勉強になりました。今後は，「グローバ 
 ル化」により外国の人たちと接することが多くなるので，英語を話せ 
 ることがとても大切だと知りました。これらからも外国語活動の学習 
 をがんばって，英語を話せるようにしたいです。 

キャリア教育 

○桜井先生は，大学の話，昔の話，今の時代についての話などをたくさ 
 んしてくれました。私も質問させていただきました。桜井先生は，私 
 のささいな質問に対しても真剣に答えてくださりとてもうれしかった 
 です。自分のしょう来についても考えたいと改めて感じました。 

○（前半省略）桜井先生が精進ヶ滝に行かれて 
 いて，とてもきれいだと言っていましたが，  
 私は行ったことがないので，今度行って武川 
 のよさを感じたいなあと思いました。 

地元在住大学の先生の授業 
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  家庭・地域との連携 ５ 

 
 
   月に一度，武川中学校と情報交換を行い共通理解を図る。 

  ○小学校と中学校が共通に指導することの確認。  
  ○小学校から中学校への接続を円滑にする。小学校６年生の児童の様子，進  
   学後の中学校１年生の生徒の様子などを伝え合う。 
   

 
 

 ６年生に，武川中学校の教職員により理科や
体育の授業提供をしていただいている。 
 
  ○児童が専門的な指導を受けられる。 
  ○小学校の教師が専門的な指導を学べる。 
  ○中学校の教職員が小学校児童の様子を把  
   握できる。 

理科の   
 授業 

体育の
授業 

異校種間連携 

中学校出前授業 

小・中連絡会 
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中学校生徒会本部役員が学校紹介のために来校 

  武川中生徒会本部
役員が小学校に来
て，学園祭「瀬音祭」
や中学校の行事，部
活動等についての説
明をしてくれた。６年
生の児童は，中学校
生活をイメージするこ
とができている。紹介
された「瀬音祭」に行
く児童も多い。 
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 学校と家庭が共
に手を取り合って
子どもの教育にあ
たることを呼びか
ける家庭向け小冊
子。本年度 

「かけ橋」 
   を作成 

  家庭・地域との連携 ６ 情報の共有・共通理解 

家庭の教育力 地域の教育力 学校の教育力 ＋ ＋ 
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「かけ橋」ebook/「かけ橋」ebook.xdbp


「かけ橋」の一部から 
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学校の教育活動を理解してもらうための積極的な情報発信 

 学校のことを保護者や地域の方
に理解してもらうために教育活動
を積極的に発信している。行事や
子どもたちの日常の活動，給食の
メニュー等を載せている。ブログ
形式のホームページであるため，
記事をアップすることが容易にで
きる。 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ（ﾌﾞﾛｸﾞ）で情報発信 学校だよりで情報発信 
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研究の成果 

  
 
 
○地域素材や地域人材を生かすことにより，子どもたちが実 
 際に自分の目で見たり，耳で聞いたり体験したりする学習  
 を行うことができた。 
     → 生きた「知」の獲得 
     → リアリティある学習活動・本物体験の実現 
○地域素材や地域人材は，児童にとって身近であり，体験を 
 したり体験を生かすことができるので，興味や関心をもっ 
 て意欲的・主体的に学ぶ姿が見られた。 
○児童が今まで知らなかった地域（武川）のことを知った 
 り，地域（武川）のよいところを知ったりすることがで 
 き，地域を大切に思ったり，誇りに思ったりする気持ちが  
 育ってきた。 

 家庭・地域と連携し，地域素材や地域人材を 
         生かす教育活動の教育的効果 
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○児童が住んでいる身近な地域を扱うことにより，地域に目 
 を向け，関心をもつようになってきた。 
○地域の人との交流ができ，地域への所属意識が高まってき 
 た。 
○教職員や児童と，地域住民とのかかわりが充実し，学校と 
 地域とのつながりが深まってきた。 
○「地域資源・人材活用一覧」や「人材リスト」を作成で 
 き，円滑かつ継続的に地域素材を活用していく仕組みが 
 整ってきた。また，ボランティア・協力者の迎え方や情報  
 発信，互恵関係の構築等，家庭・地域と連携した教育活動  
 の在り方が明らかになってきた。 
○教職員間において，学校が家庭・地域と連携する意義，教 
 育的効果を共有することができた。 
○児童の基本的な生活習慣や学力向上に関わって，共通理解 

 を図り家庭との連携を進める小冊子「かけ橋」を作成す 
 ることができた。 
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○家庭への発信は様々な形で行われているので，今後地域へ 
 の発信をどう進めるのかを考えていく必要がある。 
○学校と保護者・地域との互恵関係の構築を意識した取り組 
 みを充実させることが必要である。 
○地域連携を円滑かつ安定して進めていくために，地域で 
 コーディネーター的な役割を果たしてくれる方を探してい 
 くことも必要である。 
○どんな学習においても地域の人材を活用するということで 
 はなく，教育的効果や，打合せの時間も含めた時間的な制 
 約等を吟味していく必要がある。 
○さらに地域にある素材の発掘や教材化を進めていく必要が 
 ある。 

課  題 

◇２年目の研究も１学期が終わった段階である。今後さらに研究内 
  容に沿った実践とその効果の検証を進めていきたい。 
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リアリティある学習を支えるツール  
 

 空間的・時間
的な制約によっ
て教室には持ち
込めない実物や
動き 

 
○季節・時間帯
が合わない   

 
○大きすぎる 
 遠すぎる 

直接見聞
すること
がきでき
ない 

わかり
やすい 

ＩＣＴによる
授業 

映像や音声に
より間接体験
ができる 

タブレット端末
の活用 

タブレット端末 
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ロゴマークの作成 

「  TEAM  MUKAWA（チーム武川）  」 

 学校・家庭・地域が互いに理解し合い，共に子どもを育てていくとい
う意味でロゴマーク「TEAM  MUKAWA（チーム武川）」を作成した。校内
でも使用する中で，「共に」「組織で」「チームで」「家庭や地域と共
に」を意識して取り組んでいくことにした。 

学校だよりで紹介 
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学校・家庭・地域が手を携えて 

学校・家庭・地域がパートナーとして 

家庭の教育力 地域の教育力 学校の教育力 ＋ ＋ 
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 ご清聴ありがとうございました 


